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藤
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全国の観光事業者に山形県の魅力と元気を届けたい
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「
第

回

国
内
観
光
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
や
ま
が
た
」が
、

山
形
県
の
吉
村
美
栄
子
知
事
、
山

形
市
の
佐
藤
孝
弘
市
長
を
は
じ

め
、
地
元
の
皆
さ
ま
の
多
大
な
る

ご
協
力
と
ご
熱
意
を
賜
り
、
精
神

文
化
と
歴
史
、
美
食
・
美
酒
、
温

泉
、
美
し
く
雄
大
な
自
然
な
ど
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
た
山
形
の
地
に
お
い
て
開
催
す

る
こ
と
を
、
心
か
ら
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
各

地
で
ご
活
躍
さ
れ
る
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会

員
の
皆
さ
ま
、
並
び
に
観
光
振
興

に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
地
元
自
治

体
や
観
光
関
係
の
皆
さ
ま
の
ご
参

集
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
成
功
に

向
け
て
開
催
準
備
を
さ
れ
た
地
元

実
行
委
員
会
お
よ
び
関
係
各
位
の

ご
労
苦
に
も
、
深
く
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
２
０
０
３
年
（
平
成

年
）

の
第
１
回
大
会
か
ら
数
え
て
、
お

か
げ
さ
ま
で

回
目
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
当
協
会
で
は
、

支

部
組
織
の
連
携
と
、
会
員
で
あ
る

全
国
各
地
の
約
５
４
０
０
社
の
旅

行
業
者
の
結
束
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
て
旅
行

業
を
営
む
会
員
の
特
性
を
生
か
し

て
、
着
地
型
旅
行
（
地
旅
）
を
推

進
し
、
開
催
地
の
観
光
振
興
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

３
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
猛

威
を
ふ
る
っ
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
我
が
国
の
国
民
生
活
や
社
会

経
済
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
と
り
わ
け
旅
行
・
観
光
産
業

は
、
苛
烈
を
極
め
る
難
局
に
立
た

さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
暗
く

長
か
っ
た
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
、

失
わ
れ
た
旅
行
者
が
全
国
各
地
に

回
帰
し
、
全
国
旅
行
支
援
の
実
施

も
相
ま
っ
て
、
か
つ
て
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
今
、
地

方
復
活
に
資
す
る
た
め
、
業
界
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
、
昨
年
５
月
開
催
の
山
梨

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
引
き
続
き
、
年
度

内
に
２
回
実
施
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
観
光

立
国
へ
の
道
を
再
び
歩
み
始
め
る

重
要
な
第
一
歩
と
し
て
、
ま
た
、

旅
行
・
観
光
産
業
の
復
活
を
広
く

内
外
に
発
信
す
る
場
と
し
て
、
絶

好
の
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

観
光
と
は
、
常
に
平
和
の
上
に

成
り
立
ち
、
人
と
人
、
人
と
地
域

・
国
を
つ
な
ぐ
平
和
産
業
で
あ

り
、お
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、

力
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
全
国
５
４
０
０
社
の
Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
会
員
が
一
丸
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
培
っ
て
き
た
長
年
の
経
験
と
英

知
を
結
集
す
れ
ば
、
そ
れ
は
比
類

な
き
大
き
な
力
と
し
て
結
実
し
、

い
か
な
る
困
難
を
も
乗
り
越
え
、

旅
行
産
業
が
さ
ら
な
る
躍
進
を
遂

げ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
総
力
を
挙
げ
て
、
共

に
奮
起
し
前
進
し
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。

結
び
に
、
山
形
県
の
観
光
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
、
旅
行
業
・
観

光
業
の
ま
す
ま
す
の
ご
隆
盛
、
本

日
ご
参
集
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
か
ら
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

―
―
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
山
形
県
で
初
め
て
開

催
さ
れ
る
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ん
ま
い

山
形
さ

き
て
け
ろ
、
も
っ
け

だ
の
。
」
（
山
形
に
う
ま
い
も

の
を
食
べ
に
来
て
良
か
っ
た
）。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
、
一

部
の
個
人
旅
行
は
再
開
す
る

も
、
国
内
観
光
は
ま

だ
ま
だ
疲
弊
し
て
い

る
。
国
内
観
光
の
回

復
を
目
指
し
、
来
訪

す
る
全
国
の
観
光
事

業
者
に
山
形
県
の
魅

力
、
そ
し
て
元
気
を

届
け
た
い
。

―
―
山
形
県
の
旅

の
魅
力
は
何
か
。

県
内
各
地
で
若
干

違
う
方
言
と
伝
統
文

化
の
数
々
。
山
寺
や

出
羽
三
山
を
筆
頭
に
山
岳
信
仰

の
場
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
月

山
、
羽
黒
山
、
湯
殿
山
に
は
今

も
文
化
が
息
づ
き
県
央
部
に
そ

び
え
立
つ
。
こ
の
地
は
気
象
庁

の
観
測
所
が
な
い
こ
と
か
ら

「
隠
れ
積
雪
日
本
一
」
で
夏
ス

キ
ー
な
ど
の
活
雪
の
先
進
地

だ
。
東
南
部
に
は
「
ス
ノ
ー
モ

ン
ス
タ
ー
樹
氷
」
で
有
名
な
蔵

王
（
温
泉
）
が
あ
る
。
南
の
玄

関
口
・
米
沢
市
で
は
、
米
沢
藩

主
の
上
杉
家
に
伝
来
し
た
、
織

田
信
長
か
ら
上
杉
謙
信
に
贈
ら

れ
た
狩
野
永
徳
の
作
品
「
洛
中

洛
外
図
屏
風
」
が
上
杉
米
沢
市

博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
１
９
９
５
年
に
国
宝
に

指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
銀
山
、

上
山
、
天
童
、
湯
野
浜
温
泉
な

ど
源
泉
成
分
の
違
う
１
１
０
湯

を
超
す
温
泉
場
が
あ
る
。

農
産
品
で
は
赤
い
ル
ビ
ー
と

形
容
さ
れ
る
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」

が
特
に
有
名
だ
。
３
Ｌ
を
超
す

大
玉
の
新
品
種
の
さ
く
ら
ん
ぼ

「
や
ま
が
た
紅
王
」
は
今
年
か

ら
販
売
が
始
ま
る
。
米
ど
こ
ろ

山
形
が
開
発
し
た
食
用
米
「
つ

や
姫
」
は
特
に
評
価
が
高
い
。

―
―
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内

容
に
つ
い
て
。

北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま

で
、
日
本
全
国
か
ら
約
千
人
の

観
光
事
業
者
が
集
ま
る
。
山
形

に
来
た
か
い
が
あ
っ
た
と
言
っ

て
も
ら
え
る
大
会
を
目
指
し
て

い
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
華
や
か
で
笠

回
し
が
見
事
な「
花
笠
お
ど
り
」

と「
酒
田
舞
娘
」で
迎
い
入
れ
、

懇
親
会
で
は「
や
ま
が
た
舞
子
」

で
会
場
を
盛
り
立
て
る
。

会
場
に
は
県
内
各
市
町
村
の

魅
力
を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
が


近
く
設
け
ら
れ
る
。
本
大
会
を

機
会
に
こ
れ
ま
で
触
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
県
内
各
地
域
の
観

光
資
源
、
着
地
型
観
光
、
特
産

品
な
ど
を
ぜ
ひ
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。

こ
の
ほ
か
、
東
北
運
輸
局
長

の
田
中
由
紀
氏
に
よ
る
基
調
講

演
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
禍
社
会
の

観
光
振
興
」
や
、
山
形
県
出
身

の
タ
レ
ン
ト
、
ウ
ド
鈴
木
氏
に

よ
る
記
念
講
演
「
全
国
旅
し
て

わ
が
故
郷
を
想
う
」
を
予
定

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
「
山
梨

県
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
優

秀
会
員
の
表
彰
、
山
形
県
送
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
案
な
ど
が

行
わ
れ
る
。

―
―
会
員
や
関
係
者
な
ど
へ

歓
迎
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

３
月

日
か
ら
マ
ス
ク
着
用

が
個
人
の
判
断
に
な
っ
た
。
万

全
な
感
染
症
対
策
を
と
り
、
安

全
、
安
心
な
大
会
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

全
国
旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
、
会
長
＝
二
階
俊

博
衆
院
議
員
）
は

日
、
国
内
旅
行
の
需
要
喚
起
と

観
光
振
興
の
契
機
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
第

回
国
内

観
光
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
や
ま
が
た
」
を
山
形

市
の
「
や
ま
ぎ
ん
県
民
ホ
ー
ル
」
で
開
催
す
る
。
全

国
の
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
の
旅
行
会
社
や
都
道
府
県
観
光

関
係
担
当
者
な
ど
約
千
人
が
参
加
す
る
予
定
。

前回の国内観光活性化フォーラムｉｎやまなし

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ん

ま
い
山
形
さ

き
て
け
ろ
、

も
っ
け
だ
の
。
」
。
美
し
い

山
形
は
、松
尾
芭
蕉
も
愛
し
、

山
寺
、
最
上
川
、
出
羽
三
山

な
ど
で
名
句
を
残
し
た
。
さ

く
ら
ん
ぼ
、
だ
だ
ち
ゃ
豆
、

芋
煮
、寒
鱈た

ら

汁
、米
、山
菜
、

キ
ノ
コ
、
牛
肉
、
豚
肉
、
地

酒
・
ワ
イ
ン
な
ど
食
も
豊
か
。

う
ま
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
山
形
の
魅
力
を
、
集
ま
っ

た
全
国
の
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
会
員
に

知
っ
て
も
ら
う
。

共
催
は
、株
式
会
社
全
旅
。

後
援
は
、
国
土
交
通
省
、
観

光
庁
、
山
形
県
、
山
形
県
各

市
町
村
、
日
本
観
光
振
興
協

会
、
日
本
旅
行
業
協
会
、
日

本
旅
館
協
会
。
全
国
の
Ａ
Ｎ

Ｔ
Ａ
会
員
や
、
都
道
府
県
観

光
関
係
担
当
者
、
運
輸
・
宿

泊
関
係
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
一

般
来
訪
者
が
集
ま
る
予
定
。

基
調
講
演
で
東
北
運
輸
局

長
の
田
中
由
紀
氏
が
「
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
禍
社
会
の
観
光
振

興
」
に
つ
い
て
語
る
ほ
か
、

タ
レ
ン
ト
の
ウ
ド
鈴
木
氏
が

「
全
国
旅
し
て

わ
が
故
郷

を
想
う
」
と
題
し
て
話
す
。

会
場
に
は
山
形
県
内
の
各
市

町
村
が
ブ
ー
ス
を
出
展
。
前

回
の
「
第

回
国
内
観
光
活

性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
や
ま

な
し
」
で
決
定
し
、
そ
の
後

に
実
施
さ
れ
た
「
山
梨
県
送

客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
優
秀

会
員
に
対
す
る
表
彰
や
、

「
学
生
が
つ
く
る
山
形
県
の

着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
」の
表
彰
も
行
わ
れ
る
。

学
生
が
つ
く
る
山
形
県
の

着
地
型
旅
行
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
若
者
の
発
想
で
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
に
富
ん
だ
旅

行
商
品
の
企
画
に
つ
い
て
、

山
形
県
在
住
の
高
校
生
以
上

で
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
を

対
象
に
募
集
。
１
月

日
に

開
催
さ
れ
た
審
査
会
（
委
員

長
＝
山
形
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
常
務
理
事
・
青

木
哲
志
氏
）
で
、
応
募

作

品
の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
決

定
し
た
。

最
優
秀
賞
は
山
形
県
立
小

国
高
等
学
校
２
年
、
齋
藤
心

花
さ
ん
の
企
画
「
都
会
の
Ｚ

世
代
が
白
い
森
お
ぐ
に
の
自

然
と
ふ
れ
あ
う
夏
」。Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
取
り
入
れ
た
観
光
振
興

を
目
指
し
、「
供
働
」
「
新
た

な
出
会
い
」
「
自
然
」
を
ポ

イ
ン
ト
に
、
地
域
の
人
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

な
が
ら
小
国
町
の
魅
力
、
自

然
、
食
文
化
を
都
会
に
住
む

人
た
ち
と
一
緒
に
体
験
す
る

プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
「
日
本
唯
一
の
居
合
神
社

で
『
サ
ム
ラ
イ
体
験
』
＆
銀

山
温
泉
散
策
」
や
「
プ
ロ
が

選
ぶ
水
上
観
光
船
第
１
位

『
最
上
川
舟
下
り
』
体
験
」

と
い
っ
た
山
形
県
内
で
の
体

験
を
中
心
と
し
た
５
コ
ー
ス

を
設
定
し
て
い
る
。




